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逗子ロータリークラブ創立以来、チャーターメンバーとして 55 年の歴史を築いてきた桐ヶ谷利美会員。 

穏やかな個人の笑顔を思い浮かべながら、会員の皆様の数々の思い出をここに謹んで掲載させていただきます。 

 

  

逗子ロータリークラブ創立の際にチャーターメ

ンバーとしてお誘い頂き、今日に至っています。逗

子ロータリークラブにおける桐ヶ谷さんは、創立メ

ンバー、創立 5 周年実行委員長、第 9 代会長、地区

ロータリー財団学友委員（2 回）を歴任され、ロー

タリー活動に大変ご協力いただきました。 

その中で私は、創立 10 周年、20 周年、30 周年

の記念誌に掲載された桐ケ谷さんの座右の銘は「進

んでやるのが上の上、真似てやるのが中の中、言わ

れてやるのが下の下」で、桐ヶ谷さんのお人柄、生

き方を表していて、感心したと同時に自分の心に響

いた言葉でした。 

桐ヶ谷さんは、逗子ロータリークラブの創立だけ

でなく、逗子葉山青年会議所、逗子ボーイスカウト、

ガールスカウトの発足にも多大な尽力をされました。

それぞれの団体が 50 年以上たった現在も存続して

いることを見ても、大変な功績ではないかと思って

おります。 

また、交通安全協会の会長を永く勤めていらっし

ゃいましたが、

後任の方が決ま

った時には大変

安心されていま

した。余談です

が、交通安全に

かかわりを持た

れたからか、晩年は高齢者の

仲間入りをした私と運転免許

の返納についてロータリーク

ラブの例会でよく話をいたし

ました。免許を返納されてか

らは、例会の帰りはご自宅ま

でご一緒し昔話をした事を思

い出します。 

元気にお過ごしと思ってい

た桐ヶ谷さんが入院されたとお聞きしたのは、今年

2 月でした。今年の 4 月には逗子ロータリークラブ

の創立 55 周年の記念の式典を迎えることを楽しみ

にされていたので、回復され笑顔でお会いできると

思っておりましたが、残念ながら叶いませんでした。

桐ヶ谷さんの、決して怒らず大声を上げず、いつも

「桐ヶ谷スマイル」で接して下さったお姿、お言葉

を心にとどめ、感謝の気持ちをこめてご挨拶とさせ

ていただきます。ご冥福をお祈りしております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

特 別 

追 悼 号 

2016/3/13・14 通夜・葬儀  両日で 1.300人の弔問         桐ヶ谷覚氏のご挨拶 

2016-2017 No.37  2017 年 4 月 6 日 

桐ヶ谷スマイル 永遠に・・・ 

ロータリークラブと逗子の街をこよなく愛した  

桐ヶ谷 利美 君を偲ぶ 
2017 年 3 月 8 日ご逝去（享年 96 歳） 

弔辞 



2008/07 フォーラム 

2008/07鈴木安宅 納涼 

2009/01新年会 日影茶屋 

2010/10市民まつり 

2011/10自衛隊木更津 

2010/10長寿を祝う会 

2011/3 I.M.にて顕彰状 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

鈴木 安之 

巨星堕つ。市川会員に続き桐ヶ谷会員まで、逗子ロータリークラブの歴史を作ったお二人

が立て続けにご逝去され、慣例となった最長老の「乾杯の音頭」をとる方が居なくなってし

まった。昨年 12 月には例会に出席されて元気なお姿を見せていたのに・・・。考えてみれ

ば長患いもせず大往生だったと思う。ご冥福をお祈りします。 

毛利 武信 

私のロータリー歴の中では、桐ヶ谷先輩なしに考えられません。戦争経験があるのは、私

と桐ケ谷さんのみでした。彼は軍隊の事は多くは語らず、軍隊の雑用係でしたよ、と笑って

いた。同じ建築関係の仕事なので気が合った。彼は一歩下がって私に合わせてくれた。ゴル

フも同じくらい下手で、同じ組で廻るのが楽しかった。 

桐ヶ谷さん、市川さんが先に逝ってしまった。後に取り残された感じですが、逗子ロータ

リーの最年長となってしまった。耳が遠くなり皆さんとコミュニケーションがとりにくくな

っていますが、頑張ります。桐ヶ谷先輩の分まで頑張ります。桐ヶ谷さん‼ 本当に、本当

に有難うございました。 

福嶋 謙之輔 

桐ヶ谷さんは 96 年の人生を完走なされ、暖かいご家族や友人に囲まれて見事にテープを

切られた。うらやましい限りです。名は体を表すと言いますが、桐ヶ谷さんはお名前の通り

温厚なお人柄で、実行力で企業や地域社会貢献をなされました。逗子ロータリークラブには

設立の当初から参加され、会長をはじめ数々の要職を歴任されクラブの発展のために尽くさ

れました。 

桐ヶ谷さんはこよなくロータリーを愛し又ロータリアンの鏡でした。「ネクタイ・上着を

着用・ロータリーバッジは必ず付け例会に出席する」その姿は私たちに例会の規律を無言の

うちに教えて下さいました。桐ヶ谷さんのロータリーに対する愛情を、残された私たち会員

が引き継ぎ、逗子クラブがますます発展するように活動をしてまいります。お好きだったゴ

ルフを天国で、大正会の仲間と思う存分できるといいですね。どうぞ安らかにお休みくださ

い。 

橘   武 

３月８日に敗血症のため、96 歳でご逝去された桐ヶ谷利美会員。1962年 3 月に 27名

でスタートした逗子ロータリークラブのチャーターメンバーで、1969年に第 9 代会長を務

め、8 周年記念例会の記念講演ではＮＨＫの酒井アナの「生活の知恵」をテーマに、市民も

お招きしてお話しをお聞きした。チャリティー講演会として、入場料他 50,000 円を、特別

支援学級児童へ贈呈した。また「みんなの傘」と称して、ＪＲ逗子駅に、ロータリーマーク

入りの傘 100 本を寄贈した。交通安全週間では、「黄色い旗」1000 本を逗子・葉山地区に

寄贈、設置した。後に逗子警察署より交通安全で表彰された。心優しい方でした。 

1993 年 9 月の山本ガバナーの地区大会では、横浜プリンスホテルに各地域のロータリア

ン 2000人が参集した。30年間皆出席で表彰され「ロータリーが私に何をしてくれるでは

なく、私がロータリーに対して何ができるかであり、出席することこそ、奉仕活動の原点で

あると信じております」と語った。できれば、4 月に行われる創立５５周年記念式典には出

席して頂きたかった。逗子ロータリークラブにとっては、大きな損失で残念でならない。 

どうぞ、木曜日は忘れて、ごゆっくりお休みください。合掌。 

矢部 光治 

ロータリーをこよなく愛した桐ヶ谷さん。逗子クラブの偉大な会員がまた一人消えてしま

った。チャーターメンバーであり、入会以来 100％出席（出席免除になるまで）、ロータリ

ーの鏡であった。 
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私が桐ヶ谷利美さんと初めて接したのが、私が会報の委員長として、「今晩は、おじゃまし

ます」のタイトルで家庭訪問したのが初めてである。4 人のお嬢さんに囲まれ、気力体力すべ

てが充実していた時である。戦争体験の話、軍隊は「運隊」である等、同伴例会では桐ケ谷ご

夫妻と同席し歓談した思い出がある。 

山本淳正ガバナーの地区大会では大会委員長として地区大会を成功に収めた。桐ケ谷さんは

いつも控え目で若い会員を立てていた。ここ十数年は会員選考担当で、クラブが推薦した方な

ら間違いないのだからと発表される。桐ヶ谷さんの一言には重みがあった。ありがとうござい

ました。謹んでご冥福をお祈りいたします。合掌。 

村田 典昭 

村田君、木材は何処から来るか？ 知ってるかい？ 今はね海から来るんだよ、山からじゃ

ないんだ！そんな会話をしたのが、30 年位前だったか。一度桐ケ谷先輩、毛利先輩と一緒に

ゴルフをした時、毛利さんが「桐ヶ谷さんのあのスイングで負けたら僕はゴルフを辞めるよ」

と言って皆で笑いました。公私共に私にとって模範会員でした！ 今頃は虹の橋の上で市川さ

んのカメラに収まっているでしょうか？ ご冥福を心よりお祈り申し上げます。 

草柳  博 

桐ヶ谷利美会員のご逝去、心よりご冥福をお祈り申し上げます。頭脳明晰で、創立以来逗子ロ

ータリークラブの会員で、近年は「毎回例会に出席し皆様と会い、お話したり聞いたりするこ

とが大変喜びだ」と話されていました。又 4 月には京都紫野ロータリーのメンバーと横浜でお

会いできると楽しみにしていました。 

三宅  譲 

♪どこで会っても「ヤア！」と言おうよ･･･見つけた時にゃ「オイ」と呼ぼうよ 遠い時には

手を振り合おうよ･･･それでこそローローロータリー♪ 

 今から２０年前私が、逗子ロータリークラブに入会させていただいた頃、逗子駅前の横浜銀

行逗子支店前の横断歩道で、信号待ちをしていた入会間もない私を見つけた桐ヶ谷大先輩が、

向かい側から「ヤア！」と言って微笑んで手を振ってくださったお顔、お姿が今でも脳裏に焼

き付き忘れられません。「私のようなよそ者を受け入れて下さった、うれしい！」と、ひとり

よがりに感激したことを思い出します。 

逗子ロータリークラブの寛容さはまさにチャーターメンバーである桐ヶ谷大先輩のお人柄

を表すものだと、今更ながら感じさせられています。 

桐ヶ谷大先輩の功徳を受け継ぎ、高めていかなければならないと、心から思っています。天

国でお会いしたときに褒めて頂けるよう精進しますので、安らかにお見守り下さい。 

 本当にありがとうございました。 

石黒  毅 

ご逝去の報に接し、頭の中に真先に浮かんだのは、若い頃の貴兄の姿でした。私が入会した創

立 2 年目の時は角田氏が会長でした。例会場は「なぎさホテル」で、その時自転車で来られた

桐ケ谷さんは若々しく、颯爽としておりました。当時の逗子では大きな会社の社長が、半身裸

で重い角材を肩に担いで働いている所を見て驚き、感心 

した記憶があります。 

数年後会長を任命され、私が幹事を指名されました。 

ロータリーの知識もあやふやな時で、ガバナー公式訪問 

ではガバナー（当時は恐かった）に散々な目に遭ったの 

も懐かしい思い出です。以来半世紀に渉り、謙虚・誠実・ 

努力・実行を目の当たりにご指導いただきました。 

ご冥福をお祈りいたします。合掌。 

 


